
「しんかい2000 」によるトヤマエビの生態観察
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「しんかい2000」と「ドルフィン3K」より,トヤマエビ標識固体の放流後の行動及び天然固体生

息状況について観察するために,

潜航調査を実施した。本調査は富山湾の滑川市沖合において1995年9月7日～9日の間に行った。

標識固体は,放流器を用いて海底近くで放流されたが，放流器の着底から放流までが1時間35分後で

あったため,放流直後には

極端に衰弱している状態で,行動観察は行えなかった。天然固体は合計9尾視認することができ,大き

さは約50～100mmと推定された。

天然固体が確認できたのは,水深242～274mのほぼ垂直に近い斜面で,底質は茶褐色の粘土質で

あった。

確認された天然固体は,斜面の窪みや直径数cmの穴の中,崩落分の亀裂の中またはその周辺であった

。

キーワード：生息生態,生息環境,トヤマエビ,「しんかい2000」,富山湾
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An underwater survey of coon strip shrimp,

Pandalus hipsinotus BRANDT was carried out by m

eans of the submersible "Shinkai2000" and the r

emotely operated vehicle "Dolphin-3K" in depths

of about 250 to 300m in Toyama Bay,

the Sea of Japan. The objects of this investiga

tion were to observe the behavior of marked adu

lt coon stripe shrimps after release and the ha

bitat of wild population.

The behavior of marked shrimps released by usin

g the container with releasing system did not e

nable to observe unfortunately,

because the shrimps had already weakened and we

re dead at this time.

The wild shrimps were found out total 9 individ

uals and their sizes were estimated



about 50 to 100mm.

The wild ones inhabited nearly perpendicular s

teep-slope in deoths of 242 274m.

The quality of the habitat was clayey.The poin

ts of the habitat were inside about several cm

hole, in crack of crumbling portion and their 

area.
Key words: Ecology of habitat, enviroment of h

abitat, Pandalus hypsinotus, "Shinkai 2000

, Toyama Bay

１．は じ め に

トヤマエビal ㎡ａｌｌｓ hypsinotus ＢＲＡＮＤＴ は比較的

榿息範囲が広く，曩太平洋北部海域 やベーリング海に分

布している(Berkeley,  1931)。薮が国では，北海逎近海

や日本海での分布が知られており，棲息水課は100 ～400

m である。本種は，北海述で ボタンエビと呼ばれている

ことから，一般的には ’ト ヤマ ヱビ’よりも“ボタ冫 ヱ

ビ“（和名ボタンエビは別の種類である）として知られる

ことが多い。

本種は特に北海辺周辺晦域で多く潮獲されており，漫|

極量の年変動は大きいものの，1990 年には約1,100t も

の水揚げかあった。 しかし，本州のEI本海側では， 叭独

では漁獲統計に集計されない程， 漁獲li が少ないものと

考えられ，福井，石川，富【||の各ilでは。年間の漁箍・

が數百kg ～数t111度と推定される。

本種の資源及び生態調在については，1950 年～1960

年代に北海道近淘において数例行われているのみで（五

|一崩，1951 ；倉田，1957 ；倉田，1964 ），この際に得られ

たまたは推定された生鯵的知見以 外は，近年でも報告例

が見られず，本和の生態的特徴は不明な点が多い。特に

天然而域における棲息j･|｛態については， 漁獲（調査）水

湎や水温等が報告されているのみで，襖息刷甬の雌質や

棲息状況に関して報告されている例はほとんどみられな

い。

（社珪|本栽培漁業協会小浜事ｌ 場 と富|||県水盾試験場

では，トヤマエビの資源増加と漁籖安定を|:.l的に，1985

年以降，富111湾の柵川巾沖合を調査フィールドとして，

種苗放流や穂識鮫流を行い，資源添加|技術の剛発を進め

てきた。また, 1992 年以 降はカ ゴ網による漁鰕調査を

行うており， 移動や成艮についての知見が徐々に集積さ

れつつある。

199が|日 小谷（|，1994 ）に引き続いて1995 年９」徊こ。

放流|肖後の標識個体の行動及び人然個体の棲息状況を，

海洋科学岐鈴iセン･ター所属の「しんかい2000 」と無人探

癶艇 ！ド ルフ４ン3K. によ-1 て観察する機会かμられ，

若F の知見が得られたので鰕;りする。

砺

２．材料と調査方法

海底における観察は，「しんかい2000 」及び「ドルフィ

ン3K 」を使用して，目 視またはｖＴＲ 両面で行った。調

轟地点 は 本種 の主 な噸増 であ る36 °46.5'～47,0'N.

137°17.7’～18.5'E とし，溯 航 は19951119 月 に 叶311

行った。 観察は，放流したトヤマエビの放流直後の行動

と天然トヤマエビの棲息状況及び底質や海底の起伏状況

等を巾心に行･1 た。 また，「しんかい2000 」 の闖査時に

は。付馬の観測機・ により。 水温及び塩分濃度を測定し

た。

j995 年に行り た調査の11111や海域及びその調 査状況

を表l.lgl 】に示した。なお，以下の記述では，各調査に

対して日時順に番号を付け。 調査Ｎ０.1 ～3 で示す（表

1）。

Ⅲ 放流1111後のト ヤマｘピの行動観察

l叨 ｌ　 ト ヤ マ エ ビ の,淵 肖釉 点

Fig ，I　I 】ivjnglo(:aliorl oI I･Dolphin 3K" ald "Shinkai 2aOIl

Ill Tuy･111;l b;りI.
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調在No.  3 で標識エピを放流し，行助観察を行りた。

放流エピの行動観察は，「しんかい2000 」が放流予定地

点付近で着底した時点で，放流器を２個つないだ状態で

海底に沈め，１個目を放流した後，「しんかい20 叩 」が近

づ き，２個目を放流して観察を行った。なお，放流時には

放流後の標識エピの付着器として，シダ類で作製した人

工藻も同時に放流した。

放流エビは，能登半鳥西岸沖 のカゴ網で漁獲され た

後， 陸上水槽で約６か月間飼青したものを使用した。放

流エビの大きさ及び尼数は，体艮134jmm （119～151

mm ）で185 尼であうた。標識は，白色で 番号付き（Ｎ０.

701～904 ）のリポンタグを使用した。

（2） 天然トヤマエビの棲息生態の覬察

天然エビの観察は，「ドルフィン3K 」では着庭から離

雌 まで,「しんかい2000 亅では触流エビの観察の後, 離底

までの間行った。観察場所は，海底の谷やILIの部分，特

に谷からのかけ上がり の急斜而で，水深257 ～319m の

海底を中心とした。

３．爾査結果

調査Ｎ０.1～3 における海底への着底から離底までの

観察畤IUIは，「ド ルフィン3K 」が２潜航で計Ｉ畤1154

分，「しんかい2000」がｌ榊航で４時間37 分であうた。

調査Ｎ０.1・2と３の航跡図を図２と図３に示した。

M 2 1995 年 ｉ ド ル フ １ ン ３ＫＩ 刈 た|ISの 航 海|ヌI

Fig.  2 Bollo 膕lo 卩ｏｇｌ･apllv alld ll･ａｅｋ ｃｈａrl りII･lkll】lllill･:l

K"  in 1985.
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Ⅲ 放流直後のトヤマエビの行動観察

調査Ｎ０.3における放流器篋底地点と放流エピの視認

地点は，胞12，図３に示す通りである。

凋査Ｎ０.3では，水深287～290m 地点で標識エピの

放流が行われ，「廴んかい2000」で標識エピを視認する

ことができた。「しんかい2000」が放流器を捕捉できた

のは,放流ｌ の着底から約１時IU135分後で，この時点で

標識エピの放流を行りた。観察時間は約１畤問であっ

た。視認できた標識エピは，すべての個体が人工澡にか

らまって猖臥Ｌており．Ｑ逞Ｌた坎戔で。鰉肢や詢脚を

図3 1995 年 「 し４ か い2e00J 」1食 時 の 航 海 図 ． ○ ：ａ 底 点

及 び 麒 底 点 ． 賣 ： 人 然 ト ヤ マ エ ビ の 棍 艶 点 ． ☆ ： 標 識

（放 流 ） し た ト ヤ マ エ ビ の 睨 砥 ＆ 口 ： 敏 溘 器 の 視 砥 ａ.

△: 放 武 廴 た 人|: 藻 の 畆 ぽ 点 ， ● ： ホ･ ，コ ク フ カ エ ピ の

視 認 点

Fig.  3 Bott ｏ闥topogr ａｐｈy and 11･'ack chart 01 "Shinkai

2闃0 ’ in 1995. ０: Ｌａｌｌｄｉｌｇ ａｌｄ ａｓｃｅｎｄｉｌｇ ｐｃｉｌｌｓ･

賣:Visually observed 卯ints of wild coon stripe

shriops. ☆:Visually identified points ｏr marked

coon stripe shrimps allerr ｅｌｅａ翼d
一
口:Landing

point of t ｈｅ container willl r ｅ｝ｅａｓillg ｓysｌｅｍ. △:

F 叭lnd c ｕl 如in1 01 al･tifical  scawcads.  9:

Visually observed poillls ol wild nolherll red

ｓhl･imps.
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勁かしている個体も認 められなかった。また，標識エピ

の周辺に｢ しんかい2000｣ のライＨご集まったポッケが

群泳してい たが，標識エピは捕食されなか。た。放流地

点 の水温は1.4 ～1.5℃で，塩 分濃 唆は31.0～34.1‰で

あった。

{21 天然ト ヤマエビの覩息生態の観察

天然のトヤマエビを探索した時間は，調合Ｎ０.1～3

で計６時間31 分であうた。各調査ごとの天然 エピの観

察結果を裘２に，天然エピ視聴地点を図2 ，3 に示した。

今回の調査では， 調査Ｎ０.1で１足。 調在No.  3で８

尾の天然エピを視認した。調 査Ｎ０,1 で視認 した個体

は，水深274  raの急な崖の途巾 の窪みの巾で髄認され

た。調査Ｎ０.3で視認した天然エピは体長50 ～lQOmm

で，ぱぽ垂直な崖にある戚径数ｃｍ の穴の巾や長さ約50

cm 深さ哉cm の亀裂部分またはその周辺で確認した。

穴の中の個体は。碵』狗甲の形や額角と節２触角及び詢踟

の色や撓様でトヤマエビと判断した。 視認した水深は

242～247m で，底 貿は 茶褐色 の粘土質，水ig は2,0 ～

2」℃｡ 塩分濃度は34j ‰であった。

調査地点の海底は大小の唯や斜面が連続しており，起

伏の蚩しい場所であった。底貿は111と谷及び斜面め部分

が鮑であｰ｡たのに対し，ほぽ曜直なｌ は粘土質のようで

あ・ た。トヤマ=xごビのほかに確忽されたヱピ瑣は，ホ･･

コクフカエピ，クロザコエピ，エビジャコ顛， シラエビ

等で，特にホ･・コクフカエピは谷の部分で( 底質は泥)

多数視認できた。また，｢しんかい2000｣ のライトに蝟集

して群泳していたホ･,ケが， ホ。=1ク７ カエピやゲング

瑣を櫨んに捕食し，以部がみるみる澎満していく様子が

観察された。

４． 考　　 察

標識エビの放流II･(後の行動観察については，放流した

個体か衰劇していたため，観 察することがでさなか。

た。放流畤の友面水温は，2?｡0°ｃであり，2℃前後が適水

ｉ と考えられる本種にとっては高すぎたものと考えられ

る。さらに，放流器( 恥:a約270f) 内に18516 とll密度

で標ａｘビを収容していたj:に，放流Ｓの着庭から放・

まで。 加水の流れがない状態で， 約1.5 時』111経・ してい

たため， 骸欠状態となり， 標識エビが衰弱したものと考

えられる。

過１に行-, た標識放流は。表1111水温の比較的 瓜い4 ～5

JI及び10J･j ﾄ 句゙に火施しており，特に近年では，漁業考

の蹈価的な協力をiりて，111擂串は10 ～26 ％と良好な結ｌ

をりている， このことから。鮫流したエビはかなりの数

が呪残しているものと考えらねるため。今後放硫後の行

弛

勁観察を行う場合は， 衷面水温の低い時期を選定すると

ともに。「しんかい2000 」 がより短時間で放流芻を探し

出す方法を検討すれば。 観察が可能になるものと考えら

れる。

天然個体の棲息生態については，海唯斜面がほぽ垂I肖

な謝の途中にある穴のIllや亀裂周辺にいたヱピが，トヤ

マエビであると判断されたことから，少なくとも体長50

～100mm 程度の個体は，断趨絶壁のような粘土質の・

に果穴を掘 って棲息 するものと推察 される。こ のこと

は。 漁業者からの「;11き取り調査や現在実施しているカゴ

網による調査において， 比較的急な斜面の海底 が存在す

る海域でのみ，ト ヤマｘピが多数採紬されるこ とと一致

している。 これらの生態的特徴は。今後本欄の資源保護

や資源増人を計両する煦に，対la 海域の遡定や海底に設

置する魚偲の形迴などを検肘する上で，重要な知見とな

り得るものと考えられる。

翻　　 狩

本潜航調査を進めるに当たり，段野洲興司令柢か「し

んかい2000 」運航チームの方々及び「なつ しま」の乗組

以 の方々の多人なるご支援に対 し深謝します。 また
‥ 凋

査をal･的iする際に貫･呎な助 言をいただいたカゴ繩漁ｌ 者

の川村 孝一氏，調轟・放流の火施に当たり協力いただい

たftlll県水産試験場及び|」本栽培漁業kl会小浜事業場 の

各暇員の方々に深く峨謝いたします。
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写嵬ｌ 水槽内 で飼青している天然１ヤマエピ（蹉）　　　　 写爽 ２ 急斜面にある奥穴

Photｏ １ Male ｏｆ wild coon stripe shrimp in keeping tank,　Pholo ２ The nest ｈｏｌｅ ｏｎ ihe nearly perpendicular sleep-

ｓ１０ｐｅ.

写 臭 ３ 棍 認 さ れ た天 然 ト ヤ マ エ ビ（ 雛 ）

Pholo 3 Visually ob ｓｅrvｄ ｌｎａｌｃ ｏｆ wild coQn ｓlrjpe shrimp.
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